








異常児成因調査のような長期にわたる追跡調査においては,観察対象者の中途脱落を避け

ることは不可能といってよい。このような状況下で対象集団における一定期間内の疾病罹

患率を推定する場合は,何らかの方法により脱落の影響を補正する工夫が望まれる。ここで

は,脱落を含む追跡調査データから罹患率を推定する適切な方法を与え,この方法を用いて

本調査データより,主要疾患の罹患率を推定するとともに,母の初・経産別による罹患率の

差について検討を行なった。 


